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カケハシ・プロジェクト（米国） 

オンライン訪日プログラム（石川県の魅力を探る） 

フォローアップ事業の記録 

 

１．プログラム概要 

【目的・概要】 

本プログラムは、カケハシ・プロジェクトの参加経験者（同窓生）を対象に、「石川県の魅力」をテーマ

としてオンラインで実施され、金沢城のバーチャルツアーや、石川県に在住経験のあるカケハシ・プロジ

ェクト同窓生による発表が行われました。フォローアップ事業として、参加者の日本への関心を維持・向

上させるとともに、同窓生同士の交流や質疑応答を通じて、同窓生ネットワークを強化することを目的

としています。 

 

【参加者】米国、カナダ（2015年度～2024年度のカケハシ・プロジェクト参加の同窓生）合計 10名 

（内訳）米国 9名（大学生・大学院生 2名、社会人 7名） 

 カナダ 1名（高校生 1名） 

 

【訪問地】石川県 

 

【日程】 

◼ オンライン訪日プログラム：2025年 3月 30日（日曜日） 

1. 開会 

2. 挨拶 

外務省 北米局北米第一課 北米地域調査員 里見 衣茉 氏 

3. 【発表】カケハシ・プロジェクト同窓生 2名による日本の生活と石川県の紹介 

カケハシ・プロジェクト同窓生（2023年度参加者） 

ミケイラ・ホワイト 氏 

アダム・クリストファー・ビットナー 氏 

4. 質疑応答 

5. 【講義】「日本のお城についての講義と金沢城バーチャルツアー」 

講師：全国通訳案内士 福田 健太 氏 

協力：TOPPAN 株式会社  

6. 質疑応答 

7. 記念撮影 

8. 【交流】カケハシ同窓生ネットワーキング 

9. 参加者への案内、閉会 
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２．記録写真 

オンライン訪日プログラム 

  

【発表】カケハシ・プロジェクト同窓生 2 名によ

る日本の生活と石川県の紹介 

【発表】カケハシ・プロジェクト同窓生 2 名によ

る日本の生活と石川県の紹介 

 

 

【講義】「日本のお城についての講義と金沢城バー

チャルツアー」 
【質疑応答】 

 
 

【交流】カケハシ同窓生ネットワーキング 【記念撮影】 

 

３．参加者から寄せられた質問・関心事項（抜粋） 

◆ 【発表】カケハシ・プロジェクト同窓生 2名による日本の生活と石川県の紹介について 

 他の都道府県やあなたが訪れたことのある日本の他の地域と比べて、石川県はどのような点で異な

っていたり、独特だと思いますか？ 

 最近、日本での仕事や生活でどのような経験をしていますか？また、長期的に日本で働くことがで

きると感じますか？ 
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◆ 【講義】「日本のお城についての講義と金沢城バーチャルツアー」について 

 日本のお城は江戸時代に入ってから美しく装飾されるようになったのでしょうか？また、戦国時代

では、お城は主に戦争のために建てられたのでしょうか？ 

 日本で一番好きなお城はなんですか？ 

 

４．参加者の感想（抜粋） 

◆ カナダ 高校生 

2名のカケハシ同窓生の石川県での生活ぶりを知ることができ、とても楽しかったです。石川県の独

特でユニークな文化に魅了され、とても興味が湧いたため、将来ぜひ訪れてみたいと思いました。 

◆ 米国 社会人 

いつも福田先生の講演で江戸時代の城に関して多くのことを学んでいます。今回で 2 回目ですが、

金沢城、特に前田家のために作られた独特の美術やデザインについて、とても勉強になりました。 

◆ 米国 社会人 

金沢城のバーチャルツアーはとても楽しく、お城に関しての講義はとても有益でした。カケハシ同

窓生は、石川県についてさらに理解を深めるために、旅行や本を読むことを勧めてくださり、とても

有益でした。自分で勉強するのが待ち遠しいです。 

 

５．受入れ側の感想（抜粋） 

◆ 協力団体 

石川県在住経験のあるカケハシ同窓生 2 名が司会進行やプレゼンテーションを行う形は、同窓生が

主体性を持って進めるプログラムとしてとても一体感があり、事業趣旨に合致していると感銘を受

けました。震災があった能登についても、観光の再興を通して貢献していきたいという想いも感じ

られました。弊社としては、文化財のデジタル化、具体的には金沢城の VR制作を石川県からの委託

で実施していますが、その成果物をこのように日本と北米の交流事業に役立てることができ、良い

成果となりました。 

 

実施団体：一般財団法人日本国際協力センター（JICE） 

 


